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　久慈市議会議員の岩城りょうです。日頃より、活
動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。
　今回の『CHANGE KUJI Vol.05』では、日頃の活動

（表）や令和６年９月議会での一般質問（裏）につい
てお知らせいたします。
　なお、議決内容等については、かだってタイムズ
№ 81をご覧ください。

職　　歴／	久慈市正職員（12 年）
生年月日／	平成 4 年 5 月 21 日
学　　歴／	久慈高等学校
家　　族／	妻、長男（７歳）、長女（５歳）
役　　職／	会派くじ未来会議代表、総務委員会副委員長
	 議会運営委員会委員、議会改革推進会議委員
	 広聴広報委員会委員

久 慈 市
市議会議員 岩 城りょうの

ともに創る、新しい久慈。

活動報告 　両市とも耐震診断の結果を受けて検討が開始さ
れています。
　御坊市は、現地建て替えにより令和６年１月に
開庁しており、コンセプトは、自然災害に対応で
きる頑強な庁舎、街を活性化するシンボルとなる
庁舎、長く使い続けることのできる環境配慮型の
庁舎となっており、市民ニーズや社会的ニーズを
的確に反映しています。
　田辺市は、高台移転により令和６年５月に開庁
しています。コンセプトは、人と地域を大切にす
る未来につなぐみんなの庁舎となっており、災害
対策、人の交流、人に優しい、セキュリティ確保、
歴史・文化を大切にしています。
　両市とも整備完了までに 10 年以上の期間を要
しており、市民や議会との合意形成を図り、併せ
て予算の裏付けを得ていくためには、相応の期間
を必要とします。
　久慈市においては、老朽化や浸水の恐れがあり
ます。広く開かれた議論の場を設け、これからの
時代に求められる市役所庁舎の在り方を慎重に模
索しながらもスピード感のある決断が求められる
ことから、課題意識を持ち取り組んでいきます。

岩城りょう公式
　　エックス

岩城りょう公式
ホームページ

（旧ツィッター）

岩城りょう公式
　　Facebook

岩城りょう公式
　　Instagram

PROFILE

　岩手県内で活動する原則、49 歳以下の若手議員
と政治に興味がある方々のコミュニティ「いわて
のわっか」が発足をしました。
　議員活動の活性化、政治を身近にする活動、次
世代の人材育成などに取り組みます。
　県内他市町村議員との交流を通じ、多くを学び、
常に価値観をアップデートし続け、自身の活動へ
と活かしていきます。

■ 岩手県若手市町村議員等の会が発足！ ■ 写真で振り返る日頃の活動

■ 所属する総務委員会における和歌山視察研修のご報告

山 形 町 各 地 域 を 周 り、 魅山 形 町 各 地 域 を 周 り、 魅
力を堪能力を堪能

全 国 市 議 会 議 長 会 研 究全 国 市 議 会 議 長 会 研 究
フォーラム in 盛岡フォーラム in 盛岡

畜 産 Ｄ Ｘ を 視 察 し、 未 来畜 産 Ｄ Ｘ を 視 察 し、 未 来
への可能性を再確認への可能性を再確認

社 会 的 役 割 の 高 ま る 学 童社 会 的 役 割 の 高 ま る 学 童
保育に関する研修会保育に関する研修会

岩 手 県 漁 港 漁 村 協 会 が 開岩 手 県 漁 港 漁 村 協 会 が 開
催する漁港検診にて催する漁港検診にて

御坊市庁舎御坊市庁舎

田辺市庁舎田辺市庁舎

無 農 薬 で 野 菜 を 育 て る 新無 農 薬 で 野 菜 を 育 て る 新
村さんの畑を視察村さんの畑を視察

袖ケ浦市議会との友好交流袖ケ浦市議会との友好交流
協定締結式にて粕谷市長と協定締結式にて粕谷市長と

久 慈 高 校 生 徒 会 メ ン バ ー久 慈 高 校 生 徒 会 メ ン バ ー
の方々との意見交換会の方々との意見交換会



令和６年９月定例会議
会派代表質問からPick UP！

一般質問とは…… 議員が日ごろの活動を通じて感じている課題や、まちの将来の方針など、市政全般について市長や教育長に
質問を行い、市の執行部がそれぞれの質問に対して考え方を答えるものです。

質問の様子を

▼映像でチェック

1 行財政改革

　市職員の能力や資質向上への取組状況と今
後の方向性について質問。
　市では、平成 18 年３月に「久慈市人材育
成計画」を策定し、目指す職員像や求められ
る能力などについて明示し、研修計画に基づ
く研修の実施、専門研修への派遣、国や県と
の交流人事に取り組んできた。今後は、今年
度策定予定の人材育成計画の見直しに当たり、
研修の充実や自発的学習の促進による計画的
な育成、人材確保のための多様な職員採用試
験方式の検討、公務の魅力発信のほか、全て
の職員がワーク・ライフ・バランスを保ちな
がら、能力を最大限発揮できる職場環境の整
備等に取り組んでいくとのこと。
　引き続き、市職員が組織の中で成長し能力
を最大限発揮できる環境の構築に向けて取り
組んでいきます。

市職員の人材育成

5 行財政改革

　職員の自らの職務に関する改善または市政
全般に関する提案を奨励し、これを積極的に
採用・実施することにより、市政への参加意
識の高揚と行政運営の改善、市民サービスの
向上を目的として実施している職員提案制度
があります。
　特にも若い世代の職員が持つ発想やＩＣＴ
など情報通信技術の進展に即応するアイデア
は、新規事業の立案や懸案課題の解決に寄与
する可能性を持つものであることから、その
可能性を引き出し市政に反映させていく仕組
みの強化という意味で、さらなる職員提案制
度の充実・強化の検討を提案。
　市では、限られた財源の中で、より効果の
ある施策展開できるように、制度の充実を図っ
ていくとのことから、引き続き関心を持って
取り組んでいきます。

職員提案制度

2 行財政改革

　民間企業と市との相互理解を深め、組織の
活性化と人材の育成を図ることが期待される
ことから、制度の導入を提案。
　市では、民間企業との人事交流を通じて、
民間企業の視点を学び、当市の行政運営に取
り入れることにより、組織の活性化、職員の
人材育成に一定の効果が期待されるものと捉
え、民間企業とのマッチング方法など、他自
治体の方法などを参考としながら研究してい
くとのこと。
　民間企業との交流は、自治体にとって、企
業としてのガバナンスや経営理念の社員への
伝え方、マネジメント方法、課題解決に向け
た仕事の進め方、意思決定の進め方やスピー
ド感、費用対効果の視点など、行政にはない
視点も得られるものと考えることから、今後
とも制度実現に向けて取り組んでいきます。

官民人事交流

6 市民対話

　市政懇談会の在り方について、開催方法や
年齢構成の偏り、参加率の低い世代の意見把
握の方法などの懸案を示したうえで、市の考
えについて質問。
　市では、市民の声を聞く市政を実現してい
くために、よりよい形に変えていき、若い方
や意欲に溢れる方々とも一緒に考える場にし
ていきたい。今年の市政懇談会についても前
向きな意見交換の場となるよう取り組んでい
くとのこと。
　今後、人口減少、少子高齢化、危機的な財
政状況、学校やその他公共施設の統廃合など、
これからの社会に合わせて、市民サービスも
変化していく必要性があることを共有しなが
らも、明るい市の未来を語り合う全市民参加
型のまちづくりを進めていくため、引き続き
強い覚悟を持って取り組んでいきます。

市民意見の把握

3 行財政改革

　人事評価制度に対する市の認識と今後の方
向性について質問。
　市では、制度運用において管理職による中
間フォロー面談等を実施しており、適宜、業
務の進捗管理や指導、助言を行うことにより、
適切な進捗管理が図られるほか、資質向上、
人材育成が図られるものと認識。方向性とし
ては、業務などに対する適正な評価を行い、
勤労意欲、モチベーションの向上につなげる
ことも重要であり、評価結果の給与への反映
や昇任昇格等の参考資料として活用するため
の具体的基準や方法を慎重に検討した上で、
活用を進めていくとのこと。
　今後とも、職員が積極的に仕事に取り組む
なかでやりがいを持って働き、その能力が適
切に評価される制度運用となるよう取り組ん
でいきます。

人事評価制度

7 情報発信

　現代の状況を踏まえ、ＳＮＳは低コストで
プロモーションを行って認知度を上げたり、
ブランディングやコミュニケーションを図る
など様々なメリットがある非常に使い勝手の
良いツールであり、情報発信に対するノウハ
ウを持つことは市の強みとなると考える。地
域課題の解決や地域活性化につなげることも
可能であるため、効果的なＳＮＳの運用に積
極的に取り組んでいただくことを要望。
　市からは、フォロワーの増加が必要になっ
てくる。また、市民の皆様へ情報を届けると
いう視点と市外の方々への久慈市の PR や誘客
促進の視点をもち、必要な情報あるいは新鮮
な情報として届けることができるように努め
ていくとのことから、私としても引き続きよ
りよい情報発信のあり方について研究してい
きます。

情報発信・広報戦略

4 行財政改革

　移転改築に向けた検討状況を質問。
　市では、これまで「市役所本庁舎等のあり
方検討ワーキングチーム」及び「久慈市日本
海溝・千島海溝周辺海溝型地震津波対策検討
委員会」において、移転や建て替え、必要な
機能、財源の確保などについて、幅広く検討
を進めてきた。市役所本庁舎の移転や建て替
えは、中長期的な取り組みとなることから、
他自治体の事例等を参考にしながら、現在は、
課題となる財源の確保について検討しており、
国に対し防災拠点となる庁舎の建て替えなど
に係る財源措置の拡充について、全国市長会
等を通じて要望を行いながら、引き続き検討
を進めていくとのこと。
　広く開かれた議論の場を設け、できるだけ
早期に決断をすることが必要であることから、
引き続き取り組んでいきます。

市庁舎の移転改築

8 子育て・教育

　市の現状認識、子育て支援としての位置づ
けについて質問。
　現在、放課後児童クラブは、市内 12 か所
に設置されており、利用児童数は、少子化の
影響により令和元年度末の 529 人をピークに
徐々に減少し、令和５年度末は 488 人となっ
ているが、利用率は増加傾向であると捉えて
いる。平成 25 年度は７か所、平成 26 年度に
８か所、平成 29 年度に 10 か所、令和元年度
に 11 か所、令和２年度に 12 か所と徐々に増
やしてきており、仕事と子育ての両立を図る
上で、また、児童の健全育成の観点からも重
要な子育て支援制度であるとのこと。
　今後とも、よりよい保育環境、勤労環境を
支え、各家庭が安心して子育てと仕事の両立
ができる環境を整えていくことを目指し活動
をしていきます。

学童保育


